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AbsもFaCも　　　Lidar remote sensing of atmospheric temperature, press牡re, water vapor and

so on re叩ires narrow band laser source and tuning on the absorption me eEaCも1y. Gen-

erally it is kno甘o that l血jection seedi虫g technl耶e is useful for tuning and narrow band

operation of pulse laser. Here,腎e describe the characもenstics of iDjectioa seedi且g

tunable solid-state laser system　軌ade　恒　Q-S骨iもched A1e‡andriもe laser as slave osci!1a-

tor and C闇-Ti: Sapphire laser as　払aster oscillator.

1 .は　じめに

波長同調可能な固体レーザほ､色東レ-ザに比べメイ　ンテナンスの容易さや出力劣化が少ないこ

と､小型の装置で大出カが得られることなどの点から信魔性が高く､今後発展が期樽できるレ-ザ

の一つである｡従来は､波長同調や狭帯域化のために複屈折フィルタやユタロン等の光学的薬子が

用いられてきたが､これらの素子は､襖矢の増大や同前安定性等の間唐があった｡そこで､より安

定で狭帯域化が可能なインジェクションシーデイング方式日を導入したo　ここでは､その性質とア

レキサンドライトレーザを用いたシステムについて述べる｡

2.インジェクショ　ンシーティ　ングの効果

イ　ンジェクションシーディ　ングは､ SLAVE発振器である多モード発董するレーザ媒質に､シーダ

光として単一モードもしくは狭帯域に発振するレ-ザを注入することにより､多モード発振を制限

し､ SLAVE発蘇器の出力を狭帯域化するものである.インジェクションシーディングを行なう場合

には､ロッドに注入されるインジェクションパワ-及び､ S L A V E発振器の共凝器駐モーTi'とシー

タ光の発轟周波数の差が､その効果に大きく影響する｡√､シミュレーションによると､インジェクショ

ンパワ-ほ､数1 0-数1 00u官で十分な効果を得られるが､シーダ光の発董周波数がS LAV E

発養器の覇モードから大きくずれていると､その効率が低下することがわかっている2㌦　従って､

シータ光はS L A V E発振器の縦モードのごく近傍に注入する必要がある｡また､シーダ光が単一

モードで発振していない場合には､ S L A V E発凝器の発葦スペクトル幅は､シーダ光のスペクト

ル幅に従うことが予想されるので､インジェクションシーデイングによる狭帯域化のためにはシー

ダ光の狭帯域化が必要である｡

3.インジェクショ　ンシーティ　ングシステム

Fig, 1に代表的な波長可変固体レ-ザであるアレキサンドライトレーザにおけるインジェクショ

ンシーディング･システムの概略図を示す｡構成は､フラッシュランプ励起によるQスイッチ発振

で､ Qスイ　ッチと　してはポッケルスセルを億伺し､鞄同調用の同調素子と　してほ､複屈折フィルタ

(波長同調域7 1 0-780瓜皿)及びユタロンを使用しており､シータ光は95%のリアミラーか

らロッドに注入している｡シータと　してほ狭帯域でC W発養するレ-ザが伺いられるが､ここでは

波長同調域700-82O oi､スペクトル幅2GHz以下のA r十レ-ザ励起C W-Ti :サファイア

レ-ザを億円した｡
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Fig.1 1もjection Seedi亀g AleEaもdrite Laser System　川ear l恥jectio乱　ype)

4 .ま　とめ

DI A L方式のレ-ザ光源など､正確にレ-ザを同調させる必要がある場合には､パルス発振す

るレ-ザを従来の同調素子で制御するよりも､波長同調が容易であることや､安定な発振を得られ

ることからインジェクションシーディング方式を用いた方が有効である｡また､すばやい波長の切

り替えを必要とする場合も､シーダの発振波長をわずかに正乾的に振動させ､その周期に同期して

S LAVE発毛器を発赤させることによって可能になると考えられる｡今後の課題として､低出力

のシータ光でシーディングの効率を上げる必要がある｡そのためには､注入時の線条を少なくし､

S L AVE共養器縦モードをシーダ光の周波数に近づけることが必要である｡注入時の損失を少な

くする方法として､ Fig.2の聴なファラデーローテ一夕を利用したアウトプットカ､ソアラーから注

入する方法が考えられる｡この場合､リアミラーに反射率100%のものが使用でき､発振出力の

ほとんどをアウトプットカップラ-から取り出せる｡また､ S L A V E共振器縦モードを制御する

方法としてほ､ P Z T素子を利用する方法などがある｡更に､半導体レ-ザをシ-ダに円いること

でシステムを小型化できると考えられるが､単一モードで狭帯域に発振し､出力数10m管程度の半

導体レーザが必要となるので､外部共撮器やユタロンを用いた半導体レーザの狭帯域化が必要であ

る｡

Fig.2　王njectioB Seedin名　Å壬e苫andrite Laser System (Front Injection Type)
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